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チ ョツト*ひ とこと

自
然

環
境

は
自
分
た
ち

で

面積が少 ないが良い森だ なあ と思 うところが 、あ ちこちにあ

る。 こんな森 をだれが管理 してい るの だろうか 、 と思い なが ら

通 り過 ぎるこ とがあ る。それか ら2・3年 後 、そこを通 る と、

周 りが整地 された り、住宅団地が造成 された り、森の 中を散策

す る路が で きているよ うな状況が 目に入って くる,、私 は市 の 自

然環境監視 員 をしてお り、巡視す る機 会が よくあるので、そん

な ところに 目の向 くこ とが多 い。生活 に必 要性 のある道路 であって も、 自然 環境 と ど

う結 びつ け、又、 自然環境 を どの ように考 えているのか、疑 問を もつ ことがあ る。

開発 と自然 環境 を どう位置づ けてい くかはそれぞれの地方 自治体が判断すべ きこ と

であるが、今 、自然環境 が少な くなっている事 実 を認識 し、有効 な手だて を考 えなけ

れば、やがて北海道 ら しい 自然環境 が失われてい くのでは ないだ ろうか と思 う、,

最 近は 、市民サ イ ドで もシンポ ジウム などを開 き、身近 な自然 を守 るため に市民 や

市民運動が どうの ようにかかわ ってい くのか を話 し合 う機会が 多 くなって きた,、

行政や事業者か らでな く、市民サ イ ドか ら知恵 を出 し合うことが大切であ る,、身近

な 自然 を残 して私た ちの生活 とのかかわ りを強 くもつ こ とが必要で はないだろうか と思 う。開

発の手が国立公園内 にまでお よび 、森林伐採 があ ちこちで進め られている,,必 要以上 の道路 は

作 らない ことなどを基本 に、周 りの環境 に目を向 けてい くこ とが 身近 な自然 を守 るこ とにつ な

が るのでは ない だろ うか。

こんなことか ら、3年 前 に市民 ひ とりひと りが 自然環境 に関心 を もって もらお うと、森 と川

講演会 を有志数人で旗上 げ し、実行委員会 を組織 した,森 と川にかかわる私た ちの生 活 とのつ

なが りを少 しで も多 くの市民 に考えて もらうために、

オ オ ウ バユ リ

それぞれの専 門家の立場でお話 してもらい、

市民 か ら自然環境 を守るキ ッカケになれば

と思 う。す でに14回 の講演会 を終えている

が、参加者 も多 く、環境 問題 を考えて もら

うよい機会 とい える,、身近 な自然 を自分た

ちか ら守 ってい くとい う人た ちが広 まるこ

とで、北海道の 自然 はこれか らも残 されて

い くので ないか と考 え、微力で はあ るが頑

張 っていか なけれ ば と思 う今 日この頃であ

る。

(理事 ・帯広市在住)

池1

田 だ

啓9

介 再
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イ ン タ ビ ュ ー

湯 澤 康 子 さんに聞 く

(カ ラ カ ネ イ ト トン ボ を守 る 会 事 務 局 長)

略 歴:宇 都宮ll∫生 まれ 、,フ ェ リ ス女学 院 大学 国 文科 へ乙,夫 の 転勤 に伴 い 、

札幌 市 に住 む,,1989年 よ りあ いの 堅在 住,

96年 に北海道札幌拓 北高等学校理科研究部

で行われた高等学校開放講座に参加 しました、,

その後、通称篠路福移湿地 を高校生 に案内 し

て もらう機会が あ り、是非守 ってい きたい と

思 うようにな りました。

(97年6月 に有志3人 で 「カ ラカネイ トトン

ボを守る会」 を結 成 しました。)

《会 が出来て約3年 間 どのよ うな活動 をされ

たの ですか》

高 校生の調査 によ り、今 まで荒 れ地 と して

扱 われて きた湿地 にはカラカネ イ トトンボ ・

アオヤ ンマな ど19種 の トンボ、ゴマシジミ蝶、

オオ ジュ リン、 ノビタキ、チ ュウ ヒな どの鳥

類 、モ ウセ ンゴケ、 ノハ ナシ ョウブな ど、動

植物 が豊富な ことが分 か りました。札幌で は

この湿地で しか確 認 されていない カラカネイ

トトンボの生息する湿地の存在 を多 くの人に

知 って もらお うと現地で観察会を行いました

しか し、人が 入る と湿地が踏 まれ荒 れて しま

う現実が あ り、写真展で湿地 の現状 を訴 える

こともしてい ます,拓 北 ・あいの里地 区セ ン

ター をは じめ とした写真展 には地域 の小 中学

生全員 に案内 を配 り、多 くの子 供た ちも見に

来て くれ ま した 一写 真展は何回 も行っていま

す,ま た 、札幌市の環境 保全部 をは じめ関係

各部 局に何度 も足 を運び状況を訴えています。

調査 によ り90haの 湿原 に600人 の 地権・者(原

野商 法に よる)が い る事 も分か りま した。現

在 、会はジュニア会員16名 を含 め151名 、・年

4回 の通信 を出 し活動 を してお ります。

《これか らは どのよ うに活動 を進 めますか》

湿地周辺の開発 と排水工事 に よ り乾燥化が

急速に進んでいる

現実に胸が痛みま

議套罎露縣
地 を ミズゴケ ・モ ウセ ンゴケの 「湿=地公 園」

とす る陳情 書 を提 出 しま した。 約1,905筆 の

賛 同署 名を添 え ました。 また、札幌市 は篠路

清掃工場余熱利川 団地跡 を新設の雪捨 て場 と

公園にす るよ うなので、篠路福移湿地 まで拡

大 した公園を考 えてほ しい と要望 しています。

《湯澤 さんの湿 原 ・湿地 に関 する考 えを》

東京 ・名古屋 ・札幌 と転勤 して来て シラカ

ンバが町の中にあ り、住宅 地の傍 に多様 な生

物 を育む湿地があ り、平地に高山の湿原 にみ

られるモ ウセ ンゴケなどがある事 に驚 きまし

た 一行政 も水源1函養保安林的 な森 ばか りを緑

に位置づ けるの ではな く、草原や湿地 をも含

め多様 な緑の確保 をす る努力 をす る時では な

いか と思 い ます 。私たち市民 も足元の 自然か

ら大切 に してい くべ きではないか と思います。

《当協会 に対 する ご意見 をうかがい たい と思

い ます》

私た ちの会 は 「ミズゴケ ・モウセ ンゴケの

湿地 を次の世 代 に」 をモ ッ トーに してお りま

す。気の遠 くなるほ ど年月 をかけて出来 た湿

地は一度傷つ けて しまえば 、元 に戻 すのは不

可 能です。か けが えのない自然の大 切 さを訴

え続 けて下 さい 。

《お忙 しい ところあ りが とうござい ま した。

インタビュアーは編集委 員の福地 で した》
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論 説

市民主導で苫東開発を考えよう

会 員 山 本 行 雄

1.豊 か な 自 然

ウ トナ イ湖 サ ン クチ ュ ア リの 蜘hレ ン ジ ャー に 苫東 開発 地域 を案 内 して い た だ き ま した 。 改 め て 広 大

な 地域 で あ る こ とを実 感 しま した 。 灌 木 林 の 中 に 沼 地 が あ る な ど人 を ホ ッ と させ る 豊 か な 自然 に恵 ま れ

て い ます 。

全 体 を眺 望 します と、 こ こは 将 来 に残 して お くべ き遺 産 で は な い か とい う思 い が わ き起 こっ て き ます 。

葉 山 さん は この 自然 の大 切 さ を 、 多 くの 人 に実 感 と して 理 解 して も ら うた め に 努力 され て い る わ け で す 。

巨 大公 共 事 業 の 見直 しに あ た っ て 自然 保 護 の 見地 か ら意 見 を述 べ て い くこ と は 大切 な こ と と思 い ます 。

行 政 に と って は 「や っか い もの 」 の 苫 東が 人 間 に と って は 貴重 な 「財 産 」 で あ っ た.こ の よ う な 発 見 が

多 くの 人の 心 の 中 に起 こ る よ うな取 り紐 み をす べ きで は な いで し ょ うか,,

苦東 の問 題 は 、 単純 に 自然 と して残 せ とい っ て も、1}っ た だ け で終 わ っ て しま うで し ょ う.財 政 川 題 、

環 境 行 政 、 そ の 他 の 幅 広 い 市民 レベ ル の 力 を 合

わせ て行 政 を 動 か す よ う な 運 動 が 必 要 だ と 思 い

ます 。

2.無 責 任 経 営

苫東 は全 国 総 合 開 発 註1由1の ・貫 と して 「第 こ

セ ク ター」 に よ っ て 循;メ:璽運?冷 さ牙して き ま した,,

完 全 な 国 有 企 業 で も民 間 企 業 で も な い 「国 策 企

業 」 で す 、、こ の 国 策 企 業が 今 ど ん な状 態 に な っ

て い るか 、そ の ポ イ ン トを押 さえ て お く必 要 が

あ り ます.

苫 東 プ ロ ジ 」.ク トは だ れ のllに も明 らか な よ

うに一中て;にfi皮糸定しげCい まつ,,3C)年 に 及!～ミ豹=止～(び)

無 責任 さが 指 摘 され て い ます が 、 だ れ も 責 任 を

とろ う と し ませ ん,、だ れ が 責 任 者 な の か さ え 不

明 だ とい った 方が よい で し ょ う。

現 在 第 一1セ ク タ ー の 苫 東 会 社 は 清 算 に 向 け て

動 き出 して い ます が 、 そ の 後 に 新 会 社 を 作 っ て

つ た 森 山 林

「事 業 を継 続 」 す る 方 向 で動 い て い ます 。 放 漫経 営 で 人:借金 し売 れ な い ヒ地 を抱 えた 不 動 産 会 社 が 「借 金

を棒 引 きに して くれ。 別 会社 作 っ て 事業 継 続 す る か ら」 とシ ャ ー シ ャ ー して い る の と同 じで す 。

我 々法 律 の実 務家 は経 営 の 破 綻 した 会社 の 破 産r続 きを した り裁判 所 に管 財 人 を 命 じら れ た り し ます 。

どの経 営 者 も打 ち拉 が れ 目 も 虚 ろ とな り績 権 者 に頭 を ドげ ます 。 苫 東会 社 の よ う な 態 度 で 「も っ と金 を

出 して くれ 」 な ど と開 き直 っ た ら ど うな る で し ょ うか 。 債 権 者 が押 し掛 け 、 怒 り・が 飛 び 、 命 に 危 険 な モ

ノさ え飛 び か ね ませ ん 。 苫東 会社 は ず っ と以 前 に 破 産状 態 に な っ て い た の で す 。 こ ん な 会 社 が 売 れ も し

ない 安 い ヒ地 を勝 手に 高 く見積 もっ て 投 資 を続 け た ら、経 営 者 は背 任 とい う 罪 名 を 着せ られ 塀 の 内 側 に

行 くで し ょう。 苫 東の こ とを 考 え る と拓 銀 の トップが 気 の 毒に な る くらい で す 。

要 約 しま し ょう,,東 京 山 のr線 内 側 の 糸り ・倍'トの 面 積 の 「豊 か な 自然 」 が あ る 、、そ こ を ど こへllllかっ
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斡
5冊 説

て い くか もわ か らな い 行 政 主導 の 無責 任 な 「寄 り合 い所 帯 」 が 管 理 して い る。 この 状 況 は 自然 保護 に とっ

て プ ラ ス面 とマ イナ ス面 が あ る こ とを 意味 し ます 。 プ ラ ス面 と して は 、純 然 た る 民 間 企 業 の ⊥ 地 と違 っ

て 行 政 を動 か せ ば ヒ地 の 利 用 方 法 を転 換 させ る こ とが で きる とい う点 で す 。 マ イナ ス 面 と して は 、L地

の 切 り売 りに迫 られ 、 済 し崩 し的 に ゴ ミの 大 規 摸 処 分場 の よ うな安 易 な 方向 に 流 れ る 危 険 性 が あ る こ と

で す 。

プ ラ ス 面 を も う 少 し付 け 加 え ます と、 寄 り合 い 所帯 の 関 係 者 が あ の.ヒ地 を ど う して よ い も の や ら 分 か

ら な い状 態 に な って い る こ とが 挙げ られ ます,、最 終 的 に ツケ を 払 う国民 と して の 声 が 通 りや す い こ と を

意 味 します,,

3. 市 民 主 導 で 本 格 検 討 を

新 会 社 に よ る 事業 の継 続 は国 民 へ の ツ ケ回 しを

続 け させ る だ け です まず 事 業 を ス トップ させ 、

L地 の 切 り売 りに よ・.て権 利 関係 や 利害 関 係 が 複

雑 に な らな い よ うに7時 価}で 田 が 買い取 るな ど、

混1屯状 態 に な らな い よ うに させ る こ とが 先決 です,

す で に ツ ケは 国民 にiロレ・て1_ま っ た ので す か ら、

ツ ケ を最 小 眼 に 食 い 止 め る た め に も破 産 な どの 清

算 のr続 き を とる べ きです 。 そ の うえ に 、匹 ・て 市

民 の 、レ1場か ら保 全 と利 用 を 考 え るべ きで し ょ 玩 、

苫 東の 無 残 な 失敗 は 大 娩模 開 発 の1痔代 が終 わ っ

た こ とを意 味 します,、少 し視 野 を広 げ る と国 全 体

と して 一開 発1㌻算 は 少 な く、 環 境1;算 は 多 く」

「公 μぐ事 業従 事公 務 童1は少 な く、 環 境 保 全 従 事 公

務 員 は 多 く」 とい うの が 時 代 の 要請 だ と思 い ます 、、

この よ うな視 点 で 苫東 を 見て は ど うで しょ うか 。

柏 原 谷 筋 低 湿 地

た とえ ば北 海 道 で 今 高 山 植 物 の 盗掘 が 問 題 に な っ て い ます が 、若 レの関 わ りを 持 っ て 気 付 い た こ とが

あ り ます 。 広 大 な国 立 公 園 を 有す る 』ヒ海 道 に これ を守 る た め の 公 務 員 の 数が き わ め て 少 な い とい う こ と

で す 。 ・ノ∫開発1・1に7,000人 ほ どの 「開 発 」 の た め の 職 員 が い ます 。 道庁 の 一}=木現 業 所 な どの 人 員 を 考 え

る と、 人 間 の側 が 自然 の バ ラ ン ス を紐 織 的 に壊 して い る構 図 が 浮 か び ヒが りま す 。 私 は 公 務 員 の 数 を 減

らせ とい う単純 な 意 見 に は紐 しませ ん 。 問 題 は 国 民 に と って 必 要 な仕 事 を して も ら う とい うこ とで あ り、

そ れ にふ さわ しい バ ラ ンス なの で す 。 北 海 道 に は 千 人 単位 の 高 度 な 知 識 を 備 え た レ ン ジ ャー の よ うな 自

然環 境 の 専 門 家 が い て 当然 の よ うに思 い ますQ

ウ トナ イ湖 に 葉山 さん の よ うな レン ジ ャ ーが お られ る こ と に よっ て どれ だ け我 々 道 民 が 恩 恵 を受 け て

い る か 。 そ うい う発 想 か ら、 苫東 を 自然 保 護 のlill二究 や レン ジ ャー な どの 養 成 、 自然 を よ りよ く理 解 す る

た め の学 習 、 そ の た め の フ ィー ル ドと位 置付 け る。 そ ん な夢 を描 い て み た くな り ます 。

公!屑 喋 の あ り方 が 大 きな転 換 点 を迎 えて い ます 。1ド1東問 題 は そ の 試 金石 で あ り、環 境 保 護 団体 に とっ

て も、 や れ ば や っ た だ け の 成 果 を生 み 出 せ る。 そ うい うチ ャ ン スが 訪 れ て い る の で は な い で しょ うか 。

幅 広 い 分 野 の 知 恵 が生 か され れ ば夢 は現 実 に な りそ う な気 が します 。 何 の 力 も な い 一 法 律 実 務 家 の 私

が提 案 す る に は テ ー マ が 大 き過 ぎる よ うな気 もす るの で す が 、北 海 道 自然保 護 協 会 が1幅広 い 分 野 の 人 々

に 呼 び掛 け て 本 格 的 に取 組 ん で い た だ きた い と念 願 して い ます 。

※ 写 真 出 典:、 ㌔`1ノ」・牧東 部 地域 に係 る環 境 影響 評 価 」1}:213頁(1996イ ト81」)
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.地域の 自然環境 を考 える 大久保フヨ
(理 事)

先日、"学 びの森"に ついて、北広島市の建設部都市整備課の方より説明を受けた。要するに北広島

市と札幌を結ぶサイクリングロー ドの附帯施設として、自然のすばらしい森の6万 ヘクタールを開発 し

ようとする計画です。この森の中には湿地があ り、川が蛇行 して流れています。 この川は野津幌川の源

流部の景観が自然の状態で残っているのです。エゾサンショウウオをはじめ、鳥類、虫類、植物など多

攣多蟻でζ}くも豊かな生態系の森です。こんな自然豊かな森の中に遊歩道を作 り、川には橋をかけて、
自然を学ぶ森にするとのことです。私思うのですが、何を称 して自然を学ぶとい うので しょうか。真に

自然を学ぶのならば、自然はそのままにしておいた方がいろんなことが学べるのです。北広島市には整

備された"レ クの森"が あ ります。開発された森と自然のままの森、二つの森を比較するの もすばらし

い学習の場となるで しょう。こんな大々的な開発をしたら湿地は失われ、森は何年か したら貧弱な森に

なるのは明白。今あるすばらしい自然をそのままにしておきたいものです。「沈黙の春」のR・ カーソン

の最後のメッセージに 「自然は嵐の[も 、おだやかな日も、夜も昼も、憂うつそ うに見える日も、子 ど
もたちへの一番大切な贈 りものを用意 しておいて くれます」と。美 しいもの、未知なもの、神秘的なも

のに目を見はる感性を育むために、子どもたちに残 して置かなければならないのは、手つかずの 自然な

のです。(北 広島市在住)

ブナ林(国 有林)伐 採に思 う 宗像 和彦
(理 事)

この6月10日 、南北海道自然保護協会(会 長中尾繁)は 渡島支庁 ヒ磯町にある国有林での

計画伐採状況の現地視察を行った。当日の視察者は総勢9名(稗 川理事 も参加)、 現地を直

接管理する木古内事務所長の案内と説明が得られた。

この地域は戸切地川(上 磯町を流下 し函館湾に注 ぐ)の 源流域 にあって、水源滴

養保安林地域であ りブナの良好な林域でもある。また中流には上磯町の水源 とし

てのダムが設けられている。

この伐採計画は道森林管理局函館分局によると、平成9年 に立木18 ,800rh}中の4,

800㎡ を地元林業共同組合に払い下げ、'F成11年 までの3ケ 年で伐採(約30%の 択

伐)を 完了することになっている。

計画地対象地は広範囲に散在するため、視察は伐採跡地 と今年伐採)劣セ地のぞ

北 麺
各地の

れそれの…一部であったが、伐採地跡では急傾斜地(200～300)に 発達する高齢木からなるブナ ・ミズ

ナラ林のなかに開かれた材運搬道、それと交差するように各所にみられる斜面肌に残 る伐採や材搬出跡

などにみる植被の剥がれた土肌がなまなましくみられ、緑豊かな自然林のなかだけに無惨で痛 々しい も

のがあった。ブナの伐採株に刻まれた年輪は160を 超えるものもみられた。

また伐採予定地も高密度でブナの大木が優占するブナ ・ミズナラ林であ り、特に緩傾斜地を選んでみ

られるブナの純林状の地では、ササ密度が小で林床種が多 く、ブナ林植生の典型的一一・型がみ られるなど、

ブナ天然林として手付かずに残 したい林域である。伐採跡地の惨状をHに した視察の諸氏が、異lI同 音、

「以後の伐採取止めはできぬか」 と訴えたことには、案内の木古内事務所長も計画が ヒ部決定だけに困惑

のようすであった。

ところで、この国有林の伐採には、対象が水源滴養保安林であ りまた希少価値 となっているブナの良

好な天然林であることで課題が今後に残されるが、いま ・つ、報道によると(5月1211朝 日新聞)こ の

伐採は、水源や漁業面で戸切地川と密接 につながる地元 ヒ磯町とIl`前の具体的相談はなく、町や漁協の

関係者から批判の声もあるとのことである。これが事実とすれば国有林を管理する森林管理局のあ りノ∫

や姿勢が問われる大きな問題である。国有林は国民のllす産であ り関連する地域民の公益に資する存在で

なければならない。諸般の改革による森林管理局への名称変更、名のみにとどまらず 「お ヒ」意識か ら

「公蝶」意識への本質的改革を速やかに遂げる努力が必要である。(函 館市在住)
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屡道

ラムサ ール会議の決議 大館 和広
(理 事)

6月 初め網走湖畔でタンチ ョウの繁殖が確認された。主な生息地である釧路 ・根室 ・十勝以外では実

に17年振 りの記録となった。2年 程前から同周辺域で 目撃されていた2羽 かも知れない。 もしもそ うだ

とすると何年もかけて、自分たちにとって安全に暮 らせる場所かどうか調べていたのだろうか。

数年前から環境庁は過密するタンチ ョウの繁殖地の分散ができるかどうかを調査 して きた。 また越冬

地の分散ができる地域を探る調査もしてきた。

道内において タンチ ョウが今のところ以外に繁殖 ・越冬できる地域は道内各地に、特に道北地域 には

ll∫能性のある湿原が多数存在 しているし、質的にも今保護を進めるなら ト分だろう。

ラムサール会議は釧路で開催されてから6年 が過ぎ、今年は中米のコスタリカで開催された。その中

で注 目されたのは 「保全湿地の拡大決議」である。ラムサール条約はIE式 名称を 「特に水鳥の生息地 と

して国際的に垂要な湿地に関する条約」 という通 りに、水鳥の保護に重点を置いた ものだった。 これは

湿地が生態学的に重要であっても、水鳥の生息数や種類数が少ないと、基準に満たないとして指定 され

ないということだ。事実これがネックとなり、国内の登録湿地は11箇所にとどまっている。

今回の会議ではこの条件が緩和され、地域にとって重要な湿地であれば登録が可能になった。 同時に

「i二潟の保全強化決議」 もなされ、これまでII本 では軽視 され破壊され続けた湿原や『1=潟の保il隻が、条

約登録を含めてやりやす くなると思いたい。

北海道の代表的な白然である湿原は今あるままに保護 していかなければならな

い。それはタンチ ョウのためばか りではなく、生き物すべてのためである。今後

ニユース

協会でも取 り紐んでいきたいので、会員の協力をお願い したい。(紋 別市在住)

今年の大雪山 男

の
一
窪理

島

ー

寺

今年 の大雪 山は残雪が多 い。五 月中は、 どの山 も山麓か ら山頂 まで雪 を敷 き詰 め

た。今 冬、旭 川に降った大雪 か ら想像す る と、大雪 山 も相 当な降雪量 と思われたが、実際はそ

れほ どで もなかった。雪解 けの遅 さは、む しろ春先 に続 いた低温が原因の ようだ。

昨年 か ら旭岳温 泉の ロープ ウェ イが、架 け替 え工事 のため休止 になってい る。そのせいか訪

れる客はめっ き り減 った。いつ もな ら紅葉 、スキー、夏 山シーズ ンの休 日は混み に混 むが 、今

年は ことのほか静か だ。 こん なときほ ど訪れるに最 高の ときはない。

旭岳温 泉 を訪 れる人 は、 ロープウェイが高山帯 に直行 しているこ ともあって、ひたす ら上へ

上へ と足 を運ぶ 。高 山帯 もさるこ となが ら旭 岳の もうひとつの魅力は、大半 の人が 目も くれな

い山麓 にあ る。冬、カ ンジキや スキーをつ けて林立す る樹氷のア カエ ゾマ ツ林 を歩 いてみる と

よい。秋 、 ピウケナ イ川 に向かって真 っ黄色の小径 を辿 り、北星沼 を訪れてみる とよい。夏、

天女が原 の湿 原 を訪 ね盤の沢 の渓流 に触 れ見 る とよい。天人峡へ向か う旧道 を歩 いて瓢箪沼 を

訪 れるの もいい。野生動物 との出合 いを含 めて、 きっ と驚 くほどの発見があ ると思 う。大雪山

の世 界遺 産登録 には、賢い国立公園の利用が 欠かせ ない。このイ ンターバ ルを、て っぺ ん志向

の愉 しみ方 をもっと裾野の方へ広げてみる、一 つの機会 に してはいかが だろ うか。

(旭川市在住)監
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1999年 度 通 常 総 会要録
軸欄駆一 一

日 時

場 所

俵会長挨拶

1999年5月29口13時30分 ～15時20分

道民 活 動 セ ン ター

(札 幌 市 中 央 区 北2西7)

思い起 こす と4年 前の総会も5月 下旬でしたが、

重苦 しい雰囲気があ りました。それは、その年の

5月 末に環境庁の自然環境保全審議会が予定され、

そこで士幌 高原道路の全線 トンネル案が認められ

るのが確実、という情勢だったからです。

ところが今 日は、晴々した気持ちで総会を迎え

ることができました。それは私たちが最重要課題

として取 り組んできた士幌高原道路と千歳川放水

路の二つの問題が、会員の皆さまをはじめ、多く'

の方々のご支援により、私たちが主張 し望んでい

た方向に収 まりつつあるからです。

士幌高原道路は30年 以.ヒも前に着工され、紆余

曲折の末、冒頭のように95年 に環境庁が未開削部

分の全線 トンネルを折 り込んだ公園計画を認めま

した。しかし私たち粘 り強い運動や自然保護i世論

の高 まり、さらに道庁の公金不正使用事件などの

追い風 もあって、97年 に⊥幌高原道路見1直しを最

大の目玉 とする 「時のアセスメント」が始まり、

そして本年3月 には堀知事が⊥幌高原道路の未開

削部分の計画中止を決断、公表 しました。

次に千歳川放水路計画ですが、これは大きな国

家プロジェクトで自然破壊が懸念されるため、私

たちはこの計画に反対 してきました。開発局は有

効な自然保護 ・漁業対策を見出すことができず、

計画は十数年 も膠着状態 を続けました。そのため

開発局は97年 、知事に計画見直 しを…任 し 「千歳

川流域治水対策検討委員会」が発足 しました。そ

して委員会は、流域内でさまざまな治水対策を紐

み合わせる 「総合治水対策」 を近 く知事に答申す

ることになりました。千歳川放水路計画は事実.ヒ

中止 されたわけです。

このように公共事業に歯止めをかけ、行政の厚

い壁を破ったことは画期的な成果です。皆さま、

どうもありがとうございました。これからは別な

新 しい視点から、北海道の自然保護問題に取 り組

んでいきたいと思います。

第1号 議案 「1998年度事業報告及び収支決算」

〈事業報告の概要〉

[広報事業](1)会 誌 『北海道の自然 』第37号 の発

行(2)会報 「NC」103～105号 の発行

[普及事業](1)自 然観察会の開催(4回)(2)夏 休

み自然観察記録コンクールの実施(3)自然観察指導

員講習会の開催(千 歳市)(4)自 然保護講演会の開

催(5)自然保護学校の開校(夜 の部、昼の部)

[調査研究事業](1)「 時のアセス」に関連 しての

要望、シンポジウムの開催(2)野生動物保護に関連

し、エゾシカ狩猟のシンポジウムの開催や鉛中毒

発生防止対策の要望

[自然保護運動](1)士 幌高原道路計画について、

「時のアセス」にからめて情報公開 ・住民参加 を

求める要望や各種集会を開催 した結果、計画の中

止が決定(2)「時のアセス」に関連 し 「松倉ダム」

についての要望や提i-1をした結果、計画の中止が

決定(3}千歳川放水路計画について、拡大会議に参

加し意見を述べてきた結果、放水路計画の事実 ヒ

中」ヒカミほぼ決定

〈監査報告〉

大西監事から会計処理、事業などが適1Eに 行わ

れているむね報告された。

質 疑

〈岩間会員〉

学生会員の数が少ないけれど、何か検討 してい

るか。またパソコンの使用目的が知 りたい。

〈俵会長〉

学生会員の実態をみると、卒業後は北海道を離

れ、そのまま退会する人が多い。ただ、会員の高

齢化が進んでいるので、若い会員を増やす対策に

ついて、若い人の意見を聞かせて欲 しい。

〈畠山副会長〉

今はワープロや住所管理、電子メールなどに使っ

ている。またホームページについては、掲載項目

の整理 と、それをll常的にどのように管理するか

を検討 している。

〈福岡会員〉

自然保護の問題などについて知るための学習会

などは、行っていないか。また協会が川 している

要望書の作成は、だれがまとめているのか。
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〈俵会長〉

協会では普及事業として自然観察会や自然保護

講座、自然保護講演会などを実施 している。会員

として希望する内容を連絡 していただければ検討

する。

また要望書については、理事会や常務理事会で

提出が決まった場合、その問題に詳 しい理事が原

案を作 り、それを理事会や常務理事会でさらに検

討 し作成 している。また会員から照会のあったも

のは、担当を決めて実:態調査や

情報収集などをし、その後の対

応を検討 している。1
.

◆第1号 議案承認

第2号 議 案 「1999年 度 事 業 計 画

及 び収 支 予 算 」

〈事 業 計 画 の 概 要 〉

[広 報 艮拝業](1)会 誌 『北 海道 の

自然 』381∫'の発 行(2>会報 「NC」

を発 行(年4回)(3)会 員拡 大

[普 及'琵業]q)自 然潅見察 会 の 開

催(年5回 程 度:〉(2)ド1然保:護学

校 の 開 催13夏 休 み 自然観 察記 録

コ ン クー ルの 実 施(4)自然 観 察 指

導 員 講 習 会 の 開 催(5)ド1然保1{奪1講

演 会 の 開 催

[調査研 究・事業](1>森 林 ・河 川 ・

海 岸 に 関 す る 調 査 ・研 究 ・提 言

(2)野生 生 物 の 調 査 ・研 究 ・提 言

(鉛 、油 汚 染 問 題 を含 む)(3)北

方 四 島 の 自然、保 護(4)そ の 他

[自 然 保、護 運 動](1)身 近 な 自 然

(2)農林 水 産 業 と 自然保 護(3)公 共

事 業 の 見 直 し(H高 横 断 道路 、

高 規 格 道:路な ど)(4)千 歳 川放 水

路 と士 幌 高 原 道路 の二事後 対 策(5>

そ の他

質 疑

〈岩1昌1会員〉

自然 観 察 指 導 員 講 習 会 の 開 催

地 は どの よ うに して検 討 され る

の か 。 また 他 団 体 との交 流 や 情

報交換を何かしているか。

〈俵会長〉

講習会は、一一昨年が帯広、昨年が千歳、今年が

砂川というように、なるべ く道内各地に持ち回れ

るように考えながら実施している。それから他団

体との交流については、北海道自然、保護連合の加

盟団体を中心に連携を保っている。

〈中村会豊〉

.卜幌高属道路問題の闘いのまとめを作る計画は

決 算 報 告(1998イ ト41」1rlか ら1999年31j3111ま で)

一 般 会 計
(円)

収 入 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

(基 本財産運 用収 入) (7,103) (管理費) (5,766,503)
基本財産利息収入 7,103 賃 金 3,060,600

(引 当預 金運 川収 人) (375) 諸謝金 20,000
引'11預金利息収 人 375 退職金 0

(会 費収 入) (6,57L210) 福利厚生費 74,422

個人会費収人 3,586,000 会議費 33,987

団体会費収人 2,985,210 旅費交通費 679,190

(般 事 業収 人) (282,979) 通信運搬費 303,373
・般 事業収 入

282,979 消耗品費 239,944

(補助 金収 人) (o) 印刷製本費 87,012

地方公共団体補助金収入 0 燃料費 24,453

(助成金収人) (0) 光熱水料費 104,255

民間助成金収入 O 賃借料 873,216

(寄付金収 入) (65,000) 諸会費 95,500

寄付金収入 65,000 図書資料費 47,570

(雑収 入) (382,960) 支払手数料 2,925

受取利息、 5,200 租税公課 109,396

雑収入 377,760 雑 費 10,660
(繰 人金収 入) (156,272) (一般事業費) (2,281,207)

繰人金収人 156,272 広報事業費 2,04L260
(引 当預金取崩収 人ノ (o) 普及事業費 239,947

退職給'チ引 当預金取崩収入 0 普及啓発事.業費 0
(前期繰越収 芝差額 ・ (2,954」07) (言周査 イi牙究 等 ・B拝業 費) (139,402)

(引当 預金支出) (200,000)

退職給与引当預金.支出 200,000

(繰人金 支出) (0)

繰入金支出 O

(読本原価) (8,600)
(予備費) (0)

支 出 合 計(B) 8,395,712

収 入 合 計(A) 10,420,006 次期繰越収 支差額(C)
(C)=(A)一(B)

2,024,294

2.特 別 会 計 GID

収 人 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科ll 決 算 額

(受託 等事 業収 人) (0) (受託等事業費) (O)

受託事業収人 0 受託事業費 0

読本汚及雰業収人 o 読本汚及事業費 0

(雑収 入) (o) 雑 費 0

受取利息 o (繰人金支出) (156,272)
雑収入 o 繰人金支出 156,272

(繰 人金収 人) (o)

繰人金収入 o
(前期繰越収 芝差額) (156,272)

支 出 合 計(B) 156,272

収 入 合 計(A) 156,272 次期繰越収 支差額(C)
(C)=(A)一(B) 0

一9一



あるか。また報告集会を再度札1幌で開いたらどう

か。

〈俵会長〉

士幌高原道路の運動の成果を記録をまとめて残

したいとは考えているが、まだ具体的にはなって

いない。報告集会については、すでに4月 にやっ

ているので、同じことをもう一度やるというのは

現実的でない。

〈児玉会員〉

産業廃棄物処分場の問題につ

いて、現在の法の骨格から、専

門家の意見がこれまで以上に重1.

視される仕組みになっているの

で、協会としても努力が必要に

なると思うが、考えを聞かせて

ほしい。

〈畠山副会長〉

現在の限られたスタッフでは、

様々な環境問題に広範囲に対応

するのは困難であ り、せめて動

植物や自然環境等にきちっとし

た意見を言 うべ く努力 している。

産廃については、例えば水源 と

か、著 しく生態系に影響を与え

る所に計画されるような場合に

は、黙っているわけにはいかな

いと考える。

〈吉崎会員〉

日高横断道路は大きな橋が次

々と架けられていて、そろそろ

トンネルを掘るのではという話

も聞 く。今後どのような運動が

可能なのか。

〈俵会長〉

日高横断道路については、現

地を調査 したうえ、今後の対応

を検討する考えでいる。

〈川中会員〉

余市～小樽間自動車専川道路

計画について、これはまさに高

規格道路だと思うのだが、どの

ように対応するのか

〈畠山副会長〉

この計画については、最近初めて知ったことか

ら対応が遅れたが、問題をよく認識 し、何 らかの

対応を考えたい。

◆第2号 議案承認

第3号 議案 「その他」

特に議案の提出、意見の発表などが無かったの

で、これをもって閉会 となった。

予 算 計 画(1999年4月1Hか ら2000年3月31日 ま で)

一 般 会 計
(円)

収 入 の 部 支 出 の 部
勘 定 科 目 予 算 額 勘 定 科 目 予 算 額

(基 本財 産運用収 入) (4,200) (管理 費〉 (6,271000)
基本財産利息収入 4,200 賃 金 3,06LOOO

(引 当預 金運用収 入) (1,080) 諸謝金 30,000
引当預金利息収入 1,080 退職金 0

(会 費収 入) (6,890,000) 福利厚生費 79,000

個人会費収入 3,620,000 会議費 50,000

団体会費収入 3,270,000 旅費交通費 830,000

(一般 事業収 入) (200,000) 通信運搬費 450,000
・般事業収 入 200,000 消耗品費 300,000

(補 助金収 人) (o) 印刷製本費 100,000

地方公共団体補助金収入 0 燃料費 50,000

(助 成金収 入) (o) 光熱水料費 120,000

民問助成金収入 0 賃借料 900,000

(寄 付金収 入) (100,000) 諸会費 96,000

寄付金収入 100,000 図書資料費 70,000
(雑収 入) (305,000) 支払手数料 10,000

受取利息 5,000 租税公課 100,000
雑収入 300,000 雑 費 25,000

(繰 入金収 入) (0) (・ 般 事 業 費) (2,394,000)

繰入金収入 0 広報事業費 2」94,000

(引 当預 金取 崩収 入) (O/ 普及事業費 200,000

退職給与引当預金取崩収入 0 普及啓発事業費 O

(調査研究等事業費) (200,000)
(引当預金支出) (220,000)

退職給与引当預金支出 220,000

(繰入金支出) (0)

繰入金支出 0

(予備費) (439,574)

当 期 収 入 合 計 7,500,280

前 期 繰 越 収 支 差 額 2,024,294 当 期 支 出 合 計 9,524,574
収 入 合 計 9,524,574

2.特 別 会 計

1998年5月 に残 額156,272円 を 一一般 会 計 に 繰 入 れ し、廃 止 した 。
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3月17日 北 海 道 が 士 幌 高 原 道路 建 設 、 中止 決定

公 表 以 来30日 経 過 後 の 第13回ll頭 弁 論 は41」15日

午 前10時25分 よ り、 札 幌 地 裁5号 法廷 で 開 か れ ま

した 。

被 告 側(道)が 初 公 判 以 来 ・貫 して 道路 建 設 。}

画 は あ る が 事業 を 執行 す る か ど うか は環 境 月 の 事

業 認 可承 認 を受 けて いな いので 相 当の確 実 さを もっ

て 予測 され な い とt張 し続 け て い ま した の で 、 今

回 の 公 判 で 被 告 が どん な法 論 即 を展 開 す る か 注 目

され ま した 。

通 常 な らば 早め に4f備 川lllの提lilが 裁 判 所 及 び

原 告側 に提 出 され るの が 道 理 で あ る に もか か わ ら

す 被 告側 か らの で1ヂ備 、ll面提lllは 、意 図 的 か 裁 判 前

Hで した 。 内 容 は 「由。†価 調,llの 通 り1事 は 中 」L

す る と決 定 したので 原 告の 申 、Zの訴 えの不ll益は 失っ
いんきん

た の て却 トす べ きで あ る」 と ム う盤 勲 無 礼 、 本 で

鼻 を く くった よ うな独,吃的L張 で した 。 原 告 市川

弁 護 団長 はす か さず 中」1で人定 の 言ll実桶 、、忍を した い

と尋 問 し、 〔工中」iを決 定 した と い うが 、i,llは だ

れ か 、2再 。lp価調,llで は 、道 路 」劣ヒ地 が 第1秤 牡

別 地域 や 北 海 迫 自然 環 境 保 介 指 釧 にい うす くれ た

自然 地域 で あ る こ とに触 れ て い るが 、 これ を守 る

とい うこ とか 、③ 道 路 建 設 に よ る 直接 ・間 接 の 経

済 的 効 果 は期 待 で きな い と 考 えて よいか 、④今 後 、

道路 建 設 お よ びそ れ に 関連 す る ・切 の 公 的 支:出は

しな いの か 、 と尋 ね ま した。 それ に対 して被 告は 、

そ れ ぞ れ 、① 決 定 は北 海道 が した 、② 保 全 指 全1等

を順 守す る 、③ 経 済 的 効 果 は さほ ど期待 で きない 、

④ ・切 の公 的 支 出 は しな い 、 と答 え ま した。

そ こで 、 裁 判 長 よ り 「中止 す る とい うこ とは公

費 支 出 を しな い こ とです ね 。 そ の 旨 を調,馴 の 。己

録 に 残す か ど うか」 と'1得二者 双 方 に尋 問 して き ま

した 。 市 川 団 長 は 「本 件1ヨ 季に 閃す る公 費 の 支 出

を しな い」 と被 告 側 が 陳述 した こ とを 弁論 調 書 。己

録 に す る の で あ れ ば 口頭 で 木件 の 訴 え を取 り ドげ

すると回答 し、被告もこれに同意すると述べ まし

た。期せず して傍聴席より拍手がおこりました。

こうして判決には至らなかったものの被告は原告

のi張 を全面的に認めたことで裁判に終止符をう

つことになりました。

裁判終r後 の報告集会では粟野弁護i団事務局長

より弁護団声明が読みあげられ、事実 ヒの全:面勝

訴であるとの報告があ り 「大きな山を動かした」

裁判結果に集会参加者 ・同感激すると共に喜びあ

いました。

裁判提訴以来2年8ケ 月余 り'臼1の多忙の中傍

聴 トさった皆様および多くの支援 して トさった皆

様に厚くお礼申し1'げます。

【編 集 委 員 の コメ ン ト】

時 の ア セ ス メ ン トに よっ てL幌 高原 迫 路 を含 む

8事 業 の 中 止 が 決定 した 。 時 の アセ スは 、公 共 事

業 の 見 直 しの 先 鞭 を つ け た もので 、そ の 後 の 国 や

自冶 体 の 公 共 「∫諜 見 直 しの呼 び水 と な った 点 は 。†

価 され て よい 。 しか し、 国 の公 共 事業 見1肖しの 結

果 を見 る と、1998年 に 都道 府 県 に公 共 匡ll業。†価lli∴

視 委員 会 が 設 け られ 、 あ たふ た と。'1ρ価 が 実 施 され

た か 、 実 際 に 中 止 され た の は 、地 元 市町 村 や 地 権

者 との 調 整 が つ か ず 長 年宙 に 浮 いて いた よ う な札

付 きの 事業 ば か りで 、 大 部 分 は続 行 と され た 。

大 規 模 林 道 に つ い て も、 再 評価 委員 会 が 見直 し

を実 施 し、1路 線 中 止 、2路 線 休」Lを決定 したが 、

これ も 前年 の 林 野 庁 の 休 止 決定 を 追認 した にす ぎ

な い 。 糺 局 、 役 所 の 内 部 に 設 け られ た評 価 委員 会

に 多 くを期 待 す る こ とは で きな い。 や は り、作 民

が 、 要 望 、申 し人 れ 、 討 論 、精 服公 開 な どで 、絶

え す プ レ ソシ ャー をか け 続 け る こ とが 必 要 だ。 今

回 の 裁 判 は 、 北 海 道 に とっ て 大 きな プ レ ッシ ャ ー

に な った は ず だ 。 そ う猛 じて 筆 を お きた い。

(畠 山 武道:)
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灘器驚繋馨 叢総箒ぞ獄勢'
北 海 道 ネ ー チ ャー ・マ ガ ジ ン

「モ ー リー」 の 創 刊 に つ い て

かつて 「アニマ」誌をはじめ、数多くのネーチャー

・マガジンが出版されていたが、景気ダウンと共

に相次 ぎ廃刊 となって しまった。特に北海道内の

読者を セ体 とするマガジンはなく、かねてから発

刊が望まれていた。

(財)北海道新聞野生生物基金では、以前より検討

中のネーチャー ・マガジンの創刊にこぎつけた。

野生生物基金の情報誌 も兼ねたマガジンで、ロゴ

マークが"モ ーリー"な ので雑誌名も 「モーリー」

と名付けられた。多 くの自然愛好家に読んでもら

いたいので紹介 しよう。もっとも、私も編集委員

となっているだけに積極的にお勧め したい内容で

あることは言うまでもない。

グラビアは、小清水町在住で動物写:真家の竹田

津実氏の 「大地の主役キタキッネ」では じまる。

キタキッネは、今ごろが子育てで忙 しい時期で、

親子の愛情あふれる表情が素敵だ。

創刊号の特集は 「湿原」である。北海道内の湿

原についての総集編といえる内容で辻ル達 一氏の

ニユース クリツプ

エゾシカをめぐる動き

●5月27日1月 末で終 了した今シーズンのエゾ

シカ猟による捕獲数が、道の推計で、有害駆除

を含めて7万 頭をを超えることが明 らかになっ

た。昨シーズンより約2万 頭多い。自然保護団

体は行き過ぎを懸念 している。(道新)

●6月9日 道は削減効果の高い雌ジカの可猟区

を、現行の66市 町村から85市町村に拡大する方

針を決めた。新たに雌ジカ可猟区となるのは、

ll高管内9(全 町)、 ヒ川管内7、 胆振管内3

の計19町 村。(道新)

●6月1511ノ 〉期のエゾシカ猟の鉛弾によるオオ

''"や"脚'荒 写"・'""、 伊 凸 》 凸w・ ・'、 ・'F・ ・ ≒
、4

、 毛'♪'

'・'博 ・"汽 ヤ 、 、 い'

「大 きな 湿 原 、 身近 な湿 原 」 に は じ ま り、 道 内 各

地 の 湿 原 の 木 道 、 ビ ジ ター セ ン ター 、展 望 台 な ど

ウ ォー キ ン グ ・ウ ォ ッチ ン グの ガ イ ド。 また 、 各

地 の 湿 原 にか か わ る 保 護 活 動 を現 地 の 活 動 家 にの

べ て もら う。 湿 原 に 関 す る 本 、 北 海 道 内 の 湿 原 リ

ス トや 関 係 団 体 も リ ス トア ップ して い る。 も し、

リス トもれ が あ れ ば 、 是 非 、編 集 委 員会 へ 連 絡 し

て も らい た い もの だ 。

連 載 もの で は 、 イ ン タ ビ ュー が あ り、 今 回 は 突

哨 山の 買 い取 り運 動 につ い て 出 羽 寛 氏 に編 集 委 員

の 小 川 氏 が た ず ね て い る 。 他 に林 雅r氏 、河 芹大

輔 氏 、⊥ 井 美 千代 氏 、'r松 美 山 起 氏 、小 野 宏 治 氏

な どの エ ソセ ーが 収 め られ て い る 。

ま た基 金 の コー ナ ー と して 、 野 生 生 物 基 金 の こ

れ まで の 活 動H10年 度 の 寄 記 者 の 氏 名 、 基 金 の 事

業 ・イベ ン トな ど。 全62ペ ー ジ で 定 価50011」(税

込)と 安 い。 是 非 、 お 手 元 に 置 い て も らい た い 一

冊 で あ る。

問 い 合 せ(財 北 海 道 新 聞 野 生生 物 基 金

TELO11-210-5773

札 幌 の 主 な書 店 や エ コネ ッ トワ ー ク

(TELO11-737-7841)で も取 り扱 っ て い る 。

ワシ ・オ ジ ロ ワ シの 鉛 中毒 死 は 、道 東 地 方 を 中

心 に昨 年 を7羽L回 る25羽 確 責εされ た こ とが 分

か っ た 。(道 新)

●7月14日 道 のエ ゾ シ カ削 減 計 画 な どで 、捕 獲

や駆 除 が 大幅 に増 え た こ とで 、道 東 の 自治 体 が

シ カ の死 体 の処 理 に 苫慮 し、 「道 は 処 分 の こ と

まで 考 え な か っ たの で は な いか 」 と批 判が 出 て

い る 。(道 新)

貴重動植物 をめぐる動き

●6月23H北 電が京極町に建設を計画 している

揚水式水力発電所の チ定地付近で、道東、道北、

苫小牧の一部でしか確認されていない貴重な ト

ンボ 「イイジマルリボシヤンマ」(レ ッ ドデー

ターブックの希少種)が 発見されていたことが

判明した。(道新)
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活 動 日 誌

1999年3月

27日 第5回 理事会

1999年4月

14日 士幌高 原道路 中止報告集会(札 幌市)

15日 ナキ ウサギ裁判 第ユ3回公判

16日 京極ペ ーペナ イ揚水 発電所計画公聴会

出席 ・意見陳述

19日 第1回 拡 大常務 理事会

23日 環境 道民会議出席

1999年5月

21日 総務会

29日 第1回 理事会

29日 通常総会(か で る2・7520研 修室)

29日 自然保護講 演会 「アルプスの高山植物」

(札幌市)参 加者81名

1999年6月

12日 自然観 察会 「植苗 ～ウ トナ イ湖」

参加者23名

12日 士幌高 原道路 問題報告集会(帯 広市)

14日 拡大常務理事 会

18日 ～20日 第268回 自然 観 察指導 員講 習会

(砂 川市)参 加者62名

寄 付 金

?=でlil奇 ㌃fj4,0001ij

松 川 信f6,000円

大 谷 節f1,00011」

匿 名4,000Fl

雪だるま基金

高 畑 滋10,800円

寄 贈 図 書 の 紹介

北の花つれづれに 梅沢 俊

月刊た くさんのふしぎ第170号 稗田 一一俊

自然 トピア しれとこ管理財団設立10周 年記念誌

同 財 団

新版えりもの植物 エコ ・ネットワーク

六法全書(平 成9年 版)畠 山 武道

要 望 書 な ど

■1999年3月2日 北海道知事宛

京極発電所設置計画に係る環境影響評価に対す

る意見井

■1999イト51j10日 丁・歳川流域治水対策検討委員

会委員長宛

千歳川流域の治水対策についての 「中問まとめ」

に対する意見書

■1999年6月23日 環境庁長官宛

一般IFI道44場根室道路の環境影響評価の扱いに

関する要望詐

新 会 員 紹 介

98・12・20から99・5・9ま で

【A会員】岩屋美名f大 平 羊吾 斎藤藤紀子

末次 典子 福岡 順子 高橋 慎

L川裕加理 副島 力 高木1印 召

佐藤 洋 ・ 山川 雅彦 椛沢 俊昭

小川原 勇

【B会員】赤松 哲雄

【学生会員】1い村 茂

【団体会員】パシフィックコンサルタンツ㈱
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*お 知 らせ コ ー ナ ー一・*

第6回 夏休み自然観察記録

コンクールのご案内

当協会では例年、道内に在住する小学生を対象

に 「夏休み中に身の回 りの自然をよく見て作文や

絵に詳 しくかいてみよう」をテーマに作品を募集

してお ります。今年も、以下の要領で実施 します

ので、ふるって御応募下さい。

内 容

　

　

　

　

-

り
乙

0
0

4

※

作文用紙は自由な規格

絵は画材、用紙、大きさは自由

9月14日(火)ま でに当協会必着

審査の結果

金、銀、銅賞、佳作、学校賞とそれぞれ副賞

が出されます。

詳 しくは協会事務局にお問い合せ ください。

以上 のお問 い合 せ ・申 し込み は

(社)北 海道 自然保護協会

札 幌市 中央区北3条11丁 目加森 ビル5・6F

TEL・FAX(011)251-5465ま で

第10回滝野の自然に親しむ集い

主催 北海道自然観察指導員連絡協議会

滝 野 自然学 園 に 宿 泊 し、 フ ァ ミリー で 自然 に 親

しみ ま し ょ う。 川 で の せ せ ら ぎ ウオ ッチ ン グ、 森

の 中 で の ゲ ー ム 、 自然 観 察 ハ イキ ン グ な ど楽 しい

プ ロ グ ラム が い っ ぱ い 。 カエ ルの 大 合 唱 に も出 会

え る か も。

日 時8月14日(i二)～15日(日)12自2LJ

場 所 滝 野 自然 学 園(札 幌 市 南 区 滝 野106)

対 象 小 中 学 生 とそ の 保 護i者 定 員100名

参 加 費1人2,600Pj(大 人 、f供 同 額)

申 し込 み 返信 川封 筒 に切 手を貼 り、住 所 ・氏 名 ・

年 齢 ・性 別 ・電 活 番号1男 記 のL、

ド記 の 事務 局 へ

〒060-0007札 幌ll∫中央 区北7条 西5∫'目

ス トー クマ ン シ ョン1103

自然 ウ オ ッチ ン グ セ ンタ ー

容011-736-3165

申 し込 み期 間7月1日 ～28日

お問 い合 せ 根 岸(011-891-0556)又 は ヒ記

事務 局 まで

会費納入のお願い

会費納入については日頃ご協力をいただ

いてお りますが、未納の方は至急納入下さ

いますようお願いいたします。

員

員

会

会

A

B

人

人

個

個

4,000円

2,000円

(A会 員と同一世帯の会員)

学生会員

団体会員1口

〔会費納入方法 〕

郵便振替口座

北 海道 銀 行 本 店(普 通)

札 幌 銀 行 本 店(普 通)

2,000円

15,000円

02710-7-4055

101444

418891

編 集 後 記
北海道はただ今夏の真 っ盛 り、道路向か いの北 大植 物

園の シナ ノキの花が、それ はそれ はとて もよい香 りを漂
わせている。大袈裟に云 うと町の中がほの か に香 ってい
るのであ る,,

H頃 か ら五感 を トレーニ ング してい ない 方 には この幸
せは感 じられないか も しれ ない。

111感を大事に した 自然観察 会等 をす る指導 員 の養 成講

習が 日本自然保護協会や 当会な どが主催で 、 去る6月18
日か ら20日 まで砂川少年 自然 の家 で行 われ 、62:名の 新 人

指導員が誕生 した,,北 海道で は13回 目の溝習 会で あるが、
これ ほど学生(25名)の 参加が 多かった講 習 会は なか っ

た、,全国 共通の ラ イセ ンスで ある、卒業後 就職 への 付加

価値 を高め るなどもあ るだろ うが、私は若 い ノ∫達 の新鮮
な自然 に向 けられ る力を素直に 喜びたい。そ して さらに
・歩進め て自然保護 に多いにかかわってほ しい と願 って

いる,,

後になったが 、編 集は畠山、福地2人 で行 ってお り、
107レナ迄 こ ぎつ けたが 、現実 、fが 足 りな く、編 集企 画

もマ ンネ リ化 しているのでは と反省 している。 そ ん な事

を含め 、編 集企 画など新 しい力、人手が ほ しい とつ くづ
く思 う今Hこ の頃である,、 編集委員 福地郁 ∫

※ この紙は聯 を使用しています・㊧
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